
＜   大 阪 大 学 マ ル チ リ ン ガ ル 教 育 セ ン タ ー 公 開 講 座 （ F D 講 演 会 ）

デ ィ ー プ ・ ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ を
取 り 入 れ た 読 解 活 動

金 澤 佑   （ K a n a z a w a ,   Y u )
大 阪 大 学 大 学 院 人 文 学 研 究 科 講 師

、 2 0 2 3 年 1 2 月 1 4 日 （ 木 ） 1 6 : 0 0 ~ 1 7 : 3 0

オ ン ラ イ ン 開 催 （ Z o o m ）
下 記 Q R コ ー ド / リ ン ク よ り 参 加 申 し 込 み 下 さ い 。
申 し 込 み 締 切 り ： 1 2 月 1 2 日 （ 火 ）

https://forms.office.com/r/Qhs8PgXwsP

本 セ ミ ナ ー で は 、 対 話 的 で 深 い 学 習 を 促 す リ ー デ ィ ン グ サ ー
ク ル （ R C ） や 、 そ の 進 化 版 と し て の チ ャ レ ン ジ ャ ー ズ ・ リ ー
デ ィ ン グ サ ー ク ル   ( C R C ) に つ い て 紹 介 し ま す 。 小 グ ル ー プ で
の 役 割 分 担 に よ る 知 識 共 有 に 基 づ い た R C か ら 一 歩 進 み 、 C R C
で は 想 起 や 競 争 に よ る ゲ ー ム 性 を 組 み 込 む こ と で 、 受 動 的 な
理 解 確 認 活 動 を 、 創 造 性 や 批 判 的 思 考 な ど の 2 1 世 紀 型 ス キ ル
を 養 う 能 動 的 な 活 動 へ と 進 化 さ せ ま す 。 協 同 性 や 真 正 性 を 高
め る た め の 工 夫 と し て 、 P 4 E L T   ( P h i l o s o p h y   f o r   E n g l i s h
L a n g u a g e   T e a c h i n g / T e a c h e r s / T r a i n e e s ） の 手 法 を 用 い た
活 動 へ の 発 展 の 可 能 性 に つ い て も 検 討 し ま す 。

導

W i c k e d S u m m a r i z e r

• Close-ended Test Q u e s t i o n s
o r e s r a i n t h e o v a

Language Master
• Close-ended Test Questions

(Language-focused; With in t h e Text)

Knowledge Connector
• C l o s e - e n d e d Test Q u e s t i o n s

C o n t e n t - t o c u s e d

D i s c u s s i o n L e a d e r

• O p e n - e n d e d A u t h e n t i c Ques t ions
(Content-foct

●   あ ら か じ め 、 、 参 加 申 し 込 み を お 願 い 致 し ま す 。
・ 講 演 会 当 日 ま で に Z o o m   I D と パ ス コ ー ド を お 送 り 致 し ま す 。
・ 大 阪 大 学 新 任 研 修 ： 教 育 開 発 プ ロ グ ラ ム の 研 修 「 1 . 5 時 間 」 の 申 請 対 象 で す 。 講 演 会 当 日に 申 請 い た だ け ま す 。

お 問 い 合 わ せ ： 小 口 一 郎 （ マ ル チ リ ン ガ ル 教 育 セ ン タ ー ）
koguchi.ichiro.hmt@osaka-u.ac.jp


